
藤袴  花言葉：ためらい 
(『美しい花言葉・花図鑑 』) 池坊短期大学 図書館だより 第37号 2025年10月1日発行 

所蔵資料紹介 ～貴重書から～ 

 32世家元・専好(二代目)の立花図は、池坊所蔵の「立花之次第九十三瓶有」をはじめ、陽明文庫や曼殊院などに受け継がれ、

300年以上前の花形を見ることができます。当館でもいくつか写本を所蔵しており、今回はその内の1点を紹介します。 

 当館所蔵の『立花図［上］［下］』(写真1)は、2冊セットで16図と30図が掲載された写本になり

ます。白黒・彩色どちらの図もあり、専好のほか高田安立坊周玉、十一屋太右衛門などの立花図が

収録されています。下巻の刊記(写真2)には写した人物の署名等はないため、原本や書写者は不明で

すが、左側に「延享5(1748)年3月に写す」と記されています。図書館だより34号で紹介しました

『六角堂池坊并門弟立花砂之物図』(写真3)を覚えているでしょうか。周玉ほか4人の高弟を紹介し、

専好の立花図を掲載しましたが、それとほぼ同じ図が『立花図［下］』に収録されています(写真

4)。若干違う所がありますが、写す時に違いが生じたのか、原本の段階で既に違っていたのかは不明です。2点とも同じ図を並

べて展示していますので、見比べてみて下さい。また、『六角堂池坊并門弟立花砂之物図』は寛文13(1673)年に刊行された版本

(版木を彫って印刷された本)です。手書きで写された写本と版本の違いにも注目してみて下さい。 

 この資料ではもう一つ珍しいものを見ることができます。それは専好の花押(かおう)。押とは署名のことで、花押とは花のよ

うにきれいに書いてある署名、という意味だそうです。ただし、この花押は写したもので、専好自筆のものではありません。写

本の場合、原本に花押が書かれたところは「判」と記すことが多いですが、真似て書く場合もあります。ただ、専好自筆の花押

は六角堂にある水仙一色のモニュメント(写真5)の台

座に刻まれているのですが、そちらとはかなり形が異

なります。花押は同じ人物が書いても年代によって変

化が生じる場合もありますが、この場合はどうでしょ

うか。モニュメントとあわせて、こちらもぜひご覧く

ださい。 

 

展示資料 

・1,2,4『立花圖［上］［下］』池坊専好,延享5 (1748)年,00052608/9 

・3『六角堂池坊并門弟立花砂之物圖』猪飼三左衛門[編],菊屋安兵衛,00066066/7 
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 秋の七草の一つ、藤袴。図書館だより20号でも紹介しました、『万葉集』巻八には 

「山上臣憶良の秋野の花を詠む歌二首 

「秋の野に 咲きたる花を 指折り かき数ふれば 七種の花」(一五三七) 

「萩の花 尾花葛花 なでしこが花 をみなへし また藤袴 朝顔が花」（一五三八）」と山上

憶良が詠んだ秋の七草の歌が収録されています。「尾花」はすすき、「朝顔」は桔梗または朝顔など様々な説がありま

す。『源氏物語』30帖「藤袴」でも重要な役割を果たす藤袴ですが、現在は準絶滅危惧種となってしまいました。しか

し、10月10日(金)～13日(月・祝)に開催予定の藤袴祭(源氏藤袴会主催)ではたくさん見ることができます。会場になって

いるのは寺町丸太町を少し下った所にある、革堂行願寺(こうどうぎょうがんじ)と下御霊神社をはじめとする寺町一帯。

革堂の開基・行円は狩人でしたが、妊娠中の雌鹿を射止めたことを悔やんで出家し、常に鹿革を身につけて布教したこと

から革堂と呼ばれるようになったそうです。下御霊神社では、早良親王をはじめ、非業の死を遂げた貴人をお祀りしてい

ます。昨年の藤袴祭では、藤袴の鉢植えが並ぶ中、匂い袋や入浴剤などのグッズ販売、お茶会や藤袴のいけばな体験(嵯

峨御流)、スタンプラリーなど、楽しい催しがたくさんあ

りました。藤袴は乾燥するとクマリン＝桜餅の葉の香りがします。

とてもいい香りで平安貴族にも愛されていました。藤袴を満喫でき

るお祭り、ぜひ足を運んでみて下さい。 

参考文献 

・『革堂行願寺 その歴史と信仰』三崎義泉著,革堂行願寺,1992年←著者は元・池坊短期大学学長です 

・『京都観音めぐり洛陽三十三所の寺宝』平成洛陽三十三所観音霊場会・京都府京都文化博物館監修,勉誠出版,2019年 

・源氏藤袴会HP  https://kyotofujibakama.com/ (開催日や内容はこちらのHPを確認して下さい) 
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専好自筆の花押が見られるのはこちら。 
水仙一色の方に目を奪われがちですが、 

台座にも注目してみてください。 

 藤袴の香りに誘われて、アサギマダラという
青い羽が美しい蝶にも会えるかもしれませ
ん。革堂には「アサギマダラの願い札」もあ
りますので、お願い事を書いてみては？ 

 写真は左から革堂行願寺と下御霊神社。お祭りに参加の際はまずお参りを  


